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指定文化財
今に伝わる貴重な文化財を
いくつかご紹介します。

仏像
安養寺の快慶仏（国指定文化財）
名称：木造阿弥陀如来立像 
時代：鎌倉時代（12世紀末～13世紀初頭）

足ほぞの墨書「巧匠安阿弥陀佛」から壮年期
の快慶の作品とされている木造阿弥陀如来立
像。眼の見開きが強くなく、頬に張りがあってふ
くよかな容貌が特徴です。また、流麗な衣文線
や像の仕上げに金色をつ
や消しする粉溜技法を
用いているなど、快慶
仏の特色がみられま
す。この仏像は、安養寺
の東向かいにあった廃
寺「浄国寺」の伝来と
されています。

千萬院の
不動明王立像
（国指定文化財）

名称：木造不動明王立像
時代：平安時代
（12世紀初頭）

本像は、不動明王が本来も
つ若々しさを彫り表しており、
体形が引き締まって整い、衣部
には截金文様が散らされるな
ど、王朝風の優美さをとどめて
います。現在は、千萬院の客仏
的な扱いになっていますが、隆
盛を誇った「法貴寺」の一子院
にあったと考えられています。

本光明寺の 頭と体部の幹部を桂の一材

十一面観音立像
から彫りだし、背中側をくり貫き、
背板をあてた構造になっている

（国指定文化財） 十一面観音立像。板光背と簡
名称：木造十一面観音立像 素古様な蓮華台座とも、当初の
時代：平安時代（11世紀後半） ものが揃っている大変貴重な例

です。本光明寺は天理市森本町
にあった同寺を、明治7年に廃
仏毀釈で廃寺となった勝楽寺
跡地に迎え入れたものです。 

宮古の薬師如来坐像
（国指定文化財）

名称：木造薬師如来坐像　
時代：平安時代（9世紀末）

宮古の薬師堂に伝わる等身大の薬師如来
坐像。檜の一材でほぼ全容を彫りだした重厚
感のあるもので、大きめの頭部はやや面長で
頬の張った下ぶくれの特徴がみられます。こ
の仏像の伝来は不明ですが、薬師堂周辺に
は寺垣内、寺東、大門などの地名が残ること
から、寺院が存在したと考えられ、中世には
「常楽寺」という大寺院の一堂に祀られてい
たものかもしれません。

仏画

楽田寺の善女龍王図
（県指定文化財）

名称：絹本著色善女龍王図　
時代：室町時代

寺号の雨宝龍王院が示すように雨乞
い祈祷の本尊として用いられた善女龍王
図。中央に龍王、左上方に雷神と雨神、右
上方に十一面観音像、右下に弘法大師
坐像を配し、漢画風に表しており、明快さ
と力強さがあります。

安楽寺の融通念仏縁起絵
（国指定文化財）

名称：絹本著色融通念仏縁起絵
時代：南北朝時代（14世紀後半）

融通念仏宗の開祖良忍上人の行状と
その及ぼした念仏功徳の霊験譚をあわ
せ絵画化した縁起絵。一般的な融通念
仏縁起絵は絵巻物であるのに対し、6場
面が一幅に仕立てられており、他に例を
みない掛幅形式の縁起絵です。

千萬院の十一面観音立像
（町指定文化財）

名称：木造十一面観音立像
時代：室町時代（天文10年・1541年）

宿院町（奈良市）に工房を構え、宿院
仏師と呼ばれた俗人仏師集団の第一
世代である源四郎が棟梁となり造立さ
れた十一面観音立像。生硬な顔つきは
源四郎の個性を表しており、頭部は前
後に、体部は左右に材を寄せ、正中線
のくるいもなく姿態をまとめています。
その技量は、当代の室町彫刻の中でも
高い評価が与えられます。 

古文書
補巌寺の納帳（町指定文化財）
名称：寶陀山補巌禅寺納帳　時代：室町時代
名称：補巌禅寺開山支派　　時代：江戸時代

補巌寺に残る納帳は、寺の土地台帳に当たるもので、ほぼ
じ内容のものが４冊残存しています。約45町歩に及ぶ田畠
、十市郡を中心に城上・城下郡に広がり、作主の名前のほ
に村落や小字の名称が記載されています。また、世阿弥や
の妻の法号である「至翁禅門（しおうぜんもん）」「寿、 椿尼
じゅちんに）」の記載があり、世阿弥夫婦が補巌寺で永く菩提
弔われたことが明らかになりました「補巌禅寺。 開山支派」
は、補巌寺の歴代住職の系譜が記載されています。

小林家文書（町指定文化財）
名称:小林家文書　時代:桃山時代～昭和

田原本町の小林家は、江戸時代から明治前期にかけ
て庄屋などを務めた家で、同家には当該期の田原本の歴
史を伝える1132点もの貴重な古文書が伝存していま
す。最も古い文書は、文禄4年（1595）の「大和国十市郡
田原本御検地帳」の写しで、太閤検地時の集落の様子が
記されています。これらの多数の文書や絵図により、田原
本の形成・発展過程を詳細に知ることができます。
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旧大和鉄道現在までのあゆみ
明治43年12月23日 田原本鉄道（株）発起〈事務所は町役場内〉

明治45年  7月14日 田原本鉄道（株）創立〈総会会場は浄照寺〉

大正  6年  1月23日 大和鉄道（株）と社名を変更

大正  7年  4月26日 新王寺・田原本間（10.1km）開業
〈軌間 国有鉄道と同じ1067mm 蒸気機関車牽引〉

大正11年  9月  3日 田原本・味間間（2.6km）開業

大正12年  5月  2日 味間・桜井町間（4.5km）開業

昭和  3年  5月  1日 桜井町・桜井間（0.4km）開業

　　　　　7月15日 気動車購入 蒸気機関車と併用使用

昭和19年  1月11日 田原本・桜井間（7.5km）営業休止
〈営業廃止は昭和33年12月27日〉

昭和23年  6月15日 新王寺・田原本間軌間拡幅電化工事完成
　　 〈軌間 近鉄橿原線と同じ1435mm 

近鉄から車両を借り受け電車運転開始〉

昭和36年10月  1日 信貴生駒鉄道（株）と合併 田原本線と呼称

昭和39年10月  1日 信貴生駒鉄道（株）が近畿日本鉄道（株）と
　 合併〈田原本駅を西田原本駅と改称〉

昭和58年11月30日　 佐味田川駅開業

大和鉄道 寺川橋梁を走る列車 大和鉄道 社章大和鉄道 開業式当日の田原本駅（大正7年頃）

近鉄西田原本駅ホーム（現在）
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大和鉄道 電化工事中の田原本駅（昭和23年） 近鉄西田原本駅（現在）
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田原本駅（大正12年頃）




